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平成29年度第2次健康うつのみや21計画の中間評価で、継続して運動している人の
割合が男性31.1%、女性26.5%と計画策定時（男性36.3%,女性29.4%）から減少して
いたことから、運動習慣の定着に向けた取組として健康に関するポイント制度を導入。

背景・概要

●健診機関との連携　「健診は健康相談（保健指導）を受けるまでが健診」を合言葉に静岡支部及び健診機関が連携。
次の3つの取組の必要性を事業主へ説明の上、必要な場合は面談などを実施。
●健診受診者全員への健康相談　事業所での検診車による集団健診時に、35歳以上の受診者9,038人全員に対し、健康づくりに
関する冊子の配布や日頃の食生活、運動習慣などについて健康相談を実施。
●初回面談（分割）の実施　健診の結果から初回面談（分割）該当者366人のうち、341人へ初回面談（分割）を実施し、実施率は
93.2%であった。
●「要治療」者への受診勧奨　平成29年度の健診結果などにおいて「要治療」と判定された者426人に受診状況を確認。
治療の必要性を保健師・看護師などの専門職が説明し、未受診者に受診勧奨。その結果、受診勧奨後に100人が受診し、受診率
23.5%であった。

●保護者向けプレ・レッスン　管理栄養士、保健師が保育園などに出向き、食育のミニレッスンと家庭での食の困りごとにアド
バイス。
●食育レッスン1・2・3♪プログラム　地域の食のボランティア「食生活改善推進員」が保育園などに出向き、３色食品群を楽しく学
ぶレッスン1～3を実施。「レッスン1  赤・黄・緑の食べものたち」…仲間わけクイズにみんなでチャレンジ! 、「レッスン2 カラダ元気! 
親子でおにぎらずクッキングにチャレンジ!」…五感を使い、カラダは赤・黄・緑の食べものでできていることを体験!、「レッスン3 お
ちゃ・おみずでお口さっぱり」… 味覚が育つ大切な時期だから赤・黄・緑を味わおう! 
●親子向けアフター・レッスン：続けて食べよう! 赤・黄・緑　レッスン終了後も、家庭で30日続けて赤・黄・緑の食べものを食べ、「親
子でチャレンジシート」でのゴールを目指すというもの。シート完成後の親子を「おやこでチャレンジ賞」で表彰し、「食育レシピ集」
を進呈。この3つのレッスンを通じて、レッスン前は「食品は3色食品群に分類されることを知っている」とした保護者は77.1%、「3色
食品群を意識して食事に取り入れている」とした保護者は44.4%だったが、レッスン後のチャレンジシート提出では80.6%となった。
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●「ヘルスアップチャレンジ宣言」　事業所単位で健康診断の受診率、保健指導、再検査の受診勧奨の3つの
必須項目に加え、6つの宣言項目から1項目以上を選択。事業所健康度分析資料をもとに健康課題を明らかに
するとともに、宣言して終わりではなく、宣言した内容を事業所主体で取り組めるよう全国土木建築国保組
合の専門職がサポートし、結果のフィードバックも一緒に行うのが大きな特徴。健康づくりに向けた事業所
の取組を後押しするため、事業所の好事例紹介とともに、令和元年度から「ヘルスアップチャレンジ助成金」
（上限3万円を支給）をスタートさせた。
宣言事業所は年々増加しており、現在は522事業所が宣言（令和元年度10月末時点）。平成29年度の宣言事
業所のデータ分析によると、宣言前後で、「一日の身体活動量」「就寝前の食事」「睡眠と休養満足度」が改善し
ている。取組継続事業所の宣言項目は、平成30年度の6項目中平均4.6項目から、令和元年度では5.2項目
に増加。継続することにより、新たな取組に自主的にチャレンジしている傾向が明らかになっている。

取組内容
●参加促進と効果　市民の参加を促進するため、市ホームページや広報紙・SNS・のぼり旗などのさまざまな媒体を活用した周知・
PRを実施。また、働く世代の参加を促進するため、地域・職域連携推進協議会や商工会議所などと連携し、企業や関係団体など
に事業を周知。結果、参加人数は16,257人（男性：6,695人／女性9,562人）を達成（令和2年1月末現在）。参加者の一日当たり
の平均歩数は約2,000歩増加（平成30年4月：4,249歩→平成31年3月末時点：6,277歩）し、参加者の72.2%がBMIを改善また
は適正値を維持している。
●独自性のあるポイント制度　スマートフォン用の「宇都宮市健康ポイント事業専用アプリ」もしくは、紙の「活動記録票」で参
加可能。自転車のまち宇都宮の特徴として「自転車に乗る」をポイントの付与対象としたほか、地元プロスポーツチームと連携し、
試合情報の提供や試合会場を訪れた人にもポイントを付与。
●協賛企業の参加　運動習慣の定着を目指して参加する市民に対し、ポイントに応じて優待サービスや物品を提供してくれる
企業が続々と参加しており、事業の魅力を高めている。優待サービス提供：54社 ／物品提供：26社（令和2年1月末現在）。

取組内容

青森市では生活習慣病の原因となる肥満の割合が子どもも大人も全国より高いた
め、子どもたちが、“カラダは食べたものでできている”ことを五感を通じて体験
する食育プログラムにより、子どもたちと家族の健康的な食習慣づくりを推進。

平成29年度の静岡支部の被保険者の特定保健指導実施率（10.6%）が低迷。ま
た、健康経営に踏み出せない事業所もある。健診機関と連携して、事業主の意
識醸成を促し、職域における健康づくりの「土台」をつくることを推進した。

土木・建築業は慢性的な人手不足にあり、健康で長く働ける環境を整備することは、事業所にとって大きな課
題となっている。長年、健康支援室の専門職が実施してきた健康サポートに加え、平成28年から独自の事業
所健康宣言事業として「ヘルスアップチャレンジ宣言」を開始した。
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適度な運動

宇都宮市（栃木県）受賞者

取組アクション
適切な食生活 禁煙 健診・検診

青森市（青森県）受賞者

取組アクション
適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動

全国健康保険協会 静岡支部受賞者

全国土木建築国民健康保険組合（東京都千代田区）受賞者
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禁煙

禁煙

健診・検診

健診・検診

その他

その他
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適度な運動

ヘルスコンシェルジュによる企業への健康応援
プロジェクト／健診と保健指導の一体化

会社まるごと健康に! ヘルスアップチャレンジ

こども食育レッスン1・2・3♪
子どもの食と健康応援5か年プロジェクト

～健康で 愉快だ 宇都宮～
宇都宮市健康ポイント事業

その他


